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西目中学校

文責：髙野

７月14日（木）、西目総合支所主催による「小

学６年生と中学１年生を対象とした環境汚染問

題の講座」が、本校食堂で行われました。

講師に、プラスチックについて研究されてい

る秋田県立大学システム科学技術学部准教授の

境＊＊＊先生をお迎えして、「海洋プラスチック

・マイクロプラスチックの問題」という演題で

ご講演いただきました。プラスチックは「軽い

・安い・成形しやすい」便利さがある反面、海

洋汚染による生態系への影響、地球温暖化との

関係など秋田県や西目を含めて全世界で解決しなければいけない課題であることを教えていただき

ました。まとめとして境先生から「大量生産、大量廃棄で処理しきれていないプラスチックと私た

ちはどうつきあっていくか、SDGs達成のために今自分たちにできることを考えよう！」という宿題

もいただきました。住み続けられる西目を目指して、みんなで知恵を出し合って考えましょう！

※全員の感想が後日展示される予定です。

【１年Ａ組 佐＊＊＊＊＊】

僕は、日本のゴミが日本だけの問題じゃな
く、いろんな国にも被害を及ぼしていること
を知って驚きました。
人間が捨てたゴミを動物が飲み込んで死ん

でしまったり、魚がプラスチックを飲んでそ
の魚を食べると人間の体にも入ってしまうと
聞いたので、気を付けたいと思いました。
海の砂浜にもいろんなゴミが流れ着いてい

るので、この後もクリーンアップなどには、
進んで参加してみたいと思いました。

○クリーンアップなどに進んで参加する。

My Action

【１年Ｂ組 佐＊＊＊＊＊】

最近は脱プラスチックという言葉もあって、
プラスチックにメリットはないと思っていた
けれど、安くて軽くて成形しやすかったり、
実は節約にもなったりしてメリットもあるこ
とが分かりました。しかし、やはりメリット
だけではなく、プラスチックは時間が経って
も分解されないという特徴のせいで、自然や
動物に様々な影響を与えていることも分かり
ました。また、僕たちは、魚などを経由して
プラスチックを食べてしまっているかもしれ
ないことにも驚きました。自然を守るために、
クリーンアップ等にどんどん参加していきた
いです。

○マイバックを使用する。

○クリーンアップに進んで参加する。

My Action

【学校教育目標】夢を力に ～立志三訓～希望・友情・鍛練

境先生ご講演後の感想と自分で頑張る取組「My Action」



今年度から市内の小・中 7月７日（木）、３年生の「立志タイム」（総合

学校にICT支援員の先生が 的な学習の時間）に、社会福祉法人由利本荘市社

週に１回来てくれることに 会福祉協議会の児＊＊＊本荘支所長と由利本荘市

なりました。本校には、７ 生活支援相談センターの庄＊＊さんを講師として

月14日から、秋田県立大生 お迎えし、３年生11人を対象に「フードドライブ」

の小＊＊＊先生が仲間入りしました。授業でのタ や「フードバンク」、そしてその二つの違い等に

ブレット使用やICT機器操作等の支援をしてくれる ついて説明していただきました。

先生です。すべての学級に入りますので、分から

ないことはどんどん聞きましょう。

フードバンクは、企業等からの提供を受けて、

食べ物をストックする銀行のような場所であり、

フードドライブは各家庭などから余った食べ物を

回収し、フードバンクに届ける仕組みになってい

ます。フードドライブで回収できるものは、缶詰

め、乾物や乾麺、インスタント麺、レトルト食品、

嗜好品（お茶やコーヒーなど）、飲み物（アルコ

ールを除く）、調味料、お米（２年前までのもの）

などです。３年生

は今後、フードド

７月15日（金）５校時に３年生Ａ・Ｂ組合同で ライブを実施し、

税理士 藤＊＊＊ 氏から税について学ぶ「租税 食料品の提供を呼

教室」を行いました。租税教室は、「税について関 びかける予定でい

心と理解を深め、納税者としての自覚を高め、学 ますので、全校の

んだことを『税の作文』や今後の公民的分野の学 皆さん、ご協力をよろしくお願いします。

習に生かす」ねらいの下、社会科の授業の一環と

して外部の力を借りて実施しています。質疑応答

で「申告納税制度とは？」、「いらない支出とは何

か？」などについて丁寧にお答えいただきました。○全日本吹奏楽コンクール第6４回秋田県中央

地区大会 ７月10日（日）秋田市文化会館

【金 賞】 西目中学校吹奏楽部

【西目中学校の皆さんへ】

秋田県立大学からICT支援員として来ま

した小野克月です。大学１年生なので、十

分なサポートができないかもしれませんが、

生徒の皆さんがストレスなくタブレットを

使った活動ができるように、精一杯お手伝

いをしていきたいと思います。生徒の皆さ

んとICTを通して楽しく関われたらいいな

と思います。

最後にメッセージとして、高校時代の恩

師の言葉を借りたいと思います。「迷ったら

やってみろ。その経験はきっと力になる！」

皆さんのパワーに負けないように私も頑張

りますのでよろしくお願いします。

７月30日に行われる「全県大会」でも、

また迫力ある見事な演奏を期待しています。


